
福島研究開発部門の取組み

業務の方針（中長期計画の要約）

福島第一原子力発電所（1F）事故により、同発電所の廃止措置や環境回復等、世界にも前例のない困難な課題が山積しており、これらの解決のための
研究開発の重要性は極めて高い。このため、人的資源や研究施設を最大限に活用しながら、エネルギー基本計画等の国の方針や社会のニーズ等を
踏まえ、廃止措置や環境回復等に係る研究開発を確実に実施するとともに、研究開発基盤を構築する。

廃止措置等に向けた研究開発 環境回復に係る研究開発 研究開発基盤の構築

○中長期ロードマップに基づく研究開発
○現場ニーズを踏まえた基礎基盤研究開発
燃料デブリの取り扱い、放射性廃棄物の処理処分、
事故進展シナリオ解明、遠隔操作技術 等

○福島復興再生基本方針に基づく研究開発
環境モニタリング・マッピングに関する技術開発、
環境動態に係る研究、除染・減容技術の高度技
術開発、福島県環境創造センターでの連携協力

○楢葉遠隔技術開発センターで燃料デブリの試験
的取出しに向けモックアップ試験開始

○大熊分析・研究センター施設管理棟の運用継続、
第1棟と第2棟の整備

○廃炉環境国際共同研究センター 国際共同研究棟の
運用継続

中長期計画期間を通じたアウトカム

○東京電力福島第一原子力発電所の廃止措置等の
安全かつ確実な実施に貢献

○NDF等での廃炉戦略の策定や研究開発の企画・
推進等を支援 等

中長期計画期間を通じたアウトカム

○規制庁や環境省の安全対策検討や帰還に関する
各自治体の計画立案等に貢献

○オフサイトの研究技術開発成果をオンサイトの
廃炉・汚染水対策等に適用 等

中長期計画期間を通じたアウトカム

○国内外の研究機関や大学、産業界等との交流
ネットワークを形成、産学官による研究開発と
人材育成を一体的に推進 等
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福島研究開発部門の取組み例

ガレキ、燃料デブリ等の放射性物質の
処理・処分のために、放射性物質の分析・
研究を実施。

ガレキ等の分析を行う第１棟 [建設中]
（2020年6月撮影）

大熊分析・研究センター 楢葉遠隔技術開発センター
（NARREC）

産学官による研究開発と人材育成を一体的に
進める体制を構築し、廃止措置を推進。

国際共同研究棟（富岡町） 福島県環境創造センター（三春町）、環境放射線センター（南相馬市）

環境モニタリング、環境動態等、福島の環境回復に係る研究開発を実施

廃炉環境国際共同研究センター（CLADS）

空間線量率の将来予測 放射性セシウムの移動量予測

※福島県が整備した福島県環境創造センター及び 環境放射線センターに入居し活動

遠隔操作機器の開発・実証の場を提供

燃料デブリの試験的取出しに向けたモックアップ試験
地下⽔

炉内で溶け落ちた燃料デブリ
（コンクリートとの溶融反応）︓想定漏えいルート

陸側遮⽔壁
サブドレン

地下⽔
バイパス

建屋内調査等のための
遠隔操作機器

炉⼼燃料溶融

圧⼒容器

原⼦炉格納容器 ガレキ

貯⽔タンク 廃吸着塔等

注⽔
タンク

放射性物質等の処理
※多核種除去設備等

地下⽔
ドレン

海側
遮⽔壁

環境中への
放射性物質の放出

次世代型モニタリングカー（iRIS-V）に
よる測定結果

1F構内用放射線モニター 制御棒ブレード溶融試験

※茨城県の東海、大洗地区の既存施設等を活用

車載の検出器

セシウム線源搭載車両
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